
64642026年（令和8年）2026年（令和8年）

No.No.
議会だより

H A S H I K A M IH A S H I K A M I

三陸復興国立公園
みちのく潮風トレイル
日本ジオパーク認定

暮らし 人
2 月 号 ( F e b r u a r y )

〜
中
学
生
模
擬
議
会
〜

階
上
町
の
未
来
を
担
う
中
学
生
が
、
町
政
、
町
議
会
の
仕
組
み
や
役
割
を
学
び
、
意
見
発
表
の
機
会

を
通
し
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
２
回
目
の
中
学
生
模
擬
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
議
長
や
議
員
を
体
験
し
、
答
弁
者
と
な
る
議
員
に
自
ら
考
え
た
質
問
を
問
い
ま
し
た
。

▶
階
上
中
学
校
３
年
Ａ
組

▶
階
上
中
学
校
３
年
Ａ
組

▶
階
上
中
学
校
３
年
Ｂ
組

▶
階
上
中
学
校
３
年
Ｂ
組

議場改修工事費に401万９千円計上 …… ２～３ページ
議員３名が一般質問 …………………………… ４～７ページ
階上中学校３年生による模擬議会開催 … ９～13ページ

【12月定例会】
【ここが聞きたい】
【中学生模議議会】
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12月定例会

12 月定例会

　令和７年第６回定例会を11月28日開会し、12月４日閉会しました。
　今回の議会では、条例の制定２件、条例の一部改正３件、補正予
算３件など議案12件をいずれも原案のとおり可決、承認しました。
他に議会案３件を可決。一般質問は、３人の議員が行いました。

˞ఆྫ会ɾྟ࣌会ͷ議事࿥͸階上ொ H1 に͍ͯ͠ࡌܝ·͢ɻ

議案番号 上程議案の件名と主な内容 議決結果 関連ページ

議Ҋୈ̍߸
৚ྫͷ੔උʹؔ͢Δ৚ྫͷ੍ఆ܎௚しʹ൐͏ؔݟྉͷ༺࢖ઃࢪ
ʹ͍ͭͯ
৚ྫΛ੔උ͢Δ΋ͷ܎௚しʹ൐͍ɺؔݟྉͷ༺࢖ઃࢪ˞　

ҊՄܾݪ ʵ

議Ҋୈ̎߸

֊্ொೕࣇ౳௨ԂࢧԉۀࣄͷઃඋٴͼӡӦʹؔ͢Δج४ΛఆΊ
Δ৚ྫͷ੍ఆʹ͍ͭͯ
˞ೕࣇ౳௨ԂࢧԉۀࣄͷઃඋٴͼӡӦʹؔ͢Δج४ΛఆΊΔ
΋ͷ

ҊՄܾݪ ʵ

議Ҋୈ̏߸
֊্ொಛผ৬ͷ৬һͷڅྉ౳ʹؔ͢Δ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚
ྫͷ੍ఆʹ͍ͭͯ
　˞ொ௕ɺ෭ொ௕ٴͼڭҭ௕ͷظ຤ख౰ͷׂڅࢧ߹ΛվΊΔ΋ͷ

ҊՄܾݪ ʵ

議Ҋୈ̐߸

֊্ொ৬һͷڅ༩ʹؔ͢Δ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫͷ੍ఆʹ
͍ͭͯ
˞੨৿ݝਓࣄҕһ会ࠂקʹ४͡ɺ৬һͷڅྉֹ݄ฒͼʹظ຤
ख౰ٴͼۈษख౰ͷׂڅࢧ߹ΛվΊΔ΋ͷ

ҊՄܾݪ ʵ

議Ҋୈ̑߸
֊্ொ会ܭ೥౓೚༻৬һͷڅ༩ٴͼඅ༻หঈʹؔ͢Δ৚ྫͷҰ
෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫͷ੍ఆʹ͍ͭͯ
　˞会ܭ೥౓೚༻৬һͷڅྉֹ݄ΛվΊΔ΋ͷ

ҊՄܾݪ ʵ

議Ҋୈ̒߸

ྩ࿨̓೥౓֊্ொҰൠ会ิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̏߸ʣ

�ग़ͦΕͧΕ̍ԯࡀೖࡀ૯ֹʹɺࢉఆͷ༧ط˞���ສ̒ઍԁ
Λ௥Ճしɺࡀೖࡀग़༧ࢉͷ૯ֹΛ6�ԯ�
�44ສ̒ઍԁͱ
͢Δ΋ͷ

ҊՄܾݪ ̏ϖʔδ

議Ҋୈ̓߸
ྩ࿨̓೥౓֊্ொհޢอݥಛผ会ิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̎߸ʣ
ͷ૯ֹʹɺͦࢉग़༧ࡀೖࡀఆͷط˞ ΕͧΕ��ສ̑ઍԁΛ௥Ճ
しɺࡀೖࡀग़༧ࢉͷ૯ֹΛ�4ԯ6
��4ສ̔ઍԁͱ͢Δ΋ͷ

ҊՄܾݪ ̏ϖʔδ

議Ҋୈ̔߸

ྩ࿨̓೥౓֊্ொԼਫಓۀࣄ会ิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̍߸ʣ
ग़ʹ͍ͭͯ�4�ສ̎ઍࢧΔ͚͓ʹࢉ༧ࢧఆͷऩӹతऩط˞
ԁΛֹݮしɺྦྷܭ༧ఆֹΛ̏ԯ�
���ສԁͱしɺطఆͷࢿ
ຊతऩࢧ༧ࢉʹ͓͚Δࢧग़ʹ͍ͭͯ���ສ̎ઍԁΛ૿ֹしɺ
��6
�༧ఆֹΛ̎ԯܭྦྷສ̓ઍԁʹิਖ਼͢Δ΋ͷ

ҊՄܾݪ ̏ϖʔδ

議Ҋୈ̕߸ はしかみϋϚͷӺ͋ΔͰ͌ʙ͹ʹ܎Δࢦఆ؅ཧऀͷࢦఆʹ͍ͭͯ
　˞はしかみϋϚͷӺ͋ΔͰ͌ʙ͹ͷࢦఆ؅ཧऀΛࢦఆ͢Δ΋ͷ ҊՄܾݪ ̏ϖʔδ

議Ҋୈ��߸
੨৿ࢢݝொଜ૯߹ࣄ຿૊߹Λ૊৫͢Δ஍ํެஂڞମͷ਺ͷݮগ
͍ͯͭʹߋ໿ͷมن߹຿૊ࣄ߹ொଜ૯ࢢݝͼ੨৿ٴ
Δ΋ͷ͢ߋ໿Λมنগʹよりݮ੒ஂମͷߏ˞　

ҊՄܾݪ ʵ

議Ҋୈ��߸
੨৿ࢢݝொଜ৬һୀ৬ख౰૊߹Λ૊৫͢Δ஍ํެஂڞମͷ਺ͷ
͍ͯͭʹߋ໿ͷมن߹ொଜ৬һୀ৬ख౰૊ࢢݝͼ੨৿ٴগݮ
Δ΋ͷ͢ߋ໿Λมنগʹよりݮ੒ஂମͷߏ˞　

ҊՄܾݪ ʵ

議案書はこちらから
読み込めます。

ٞձٞҊ23
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質
疑
͋
Ε
͜
Ε

議案番号 上程議案の件名と主な内容 議決結果 関連ページ

議Ҋୈ��߸
֊্ொݻఆ࢈ࢿධՁ৹ࠪҕһ会ͷҕһʹબ೚͢Δऀʹ͖ͭಉҙ
ΛٻΊΔ͜ͱʹ͍ͭͯ
　˞̍ਓͷҕһͷ೚ظຬྃʹ൐͏ޙ೚ͷҕһΛબ೚͢Δ΋ͷ

ҊՄܾݪ
ʢಉҙʣ ̏ϖʔδ

議会Ҋୈ�߸ ֊্ொ議会ͷ議ܾ͢΂͖݅ࣄΛఆΊΔ৚ྫͷ੍ఆʹ͍ͭͯ
　˞議会ͷ議ܾ͢΂͖݅ࣄʹ͍ͭͯॴཁ߲ࣄΛఆΊΔ΋ͷ ҊՄܾݪ ʵ

議会Ҋୈ�߸ ֊্ொ議会議һ੓࣏ྙཧ৚ྫͷ੍ఆʹ͍ͭͯ
　˞֊্ொ議会議һͷ੓࣏ྙཧʹؔ͢Δ߲ࣄʹ͍ͭͯఆΊΔ΋ͷ ҊՄܾݪ ʵ

議会Ҋୈ�߸
֊্ொ議会議һͷظ຤ख౰څࢧ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫͷ੍
ఆʹ͍ͭͯ
　˞֊্ொ議会議һͷظ຤ख౰ͷׂڅࢧ߹ΛվΊΔ΋ͷ

ҊՄܾݪ ʵ

補
正
予
算
の
概
要

▽
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

【
歳
入
】

繰
入
金
２
億
９
８
７
万
８

千
円
等
を
減
額
し
、
地
方
交

付
税
２
億
９
３
２
１
万
４
千

円
等
を
追
加
。

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

青
森
県
人
事
委
員
会
勧
告

に
準
じ
た
給
与
等
改
正
に
係

る
人
件
費
２
７
７
７
万
１
千

円
、
自
立
支
援
給
付
費
２
９

４
１
万
９
千
円
、
障
害
児
通

所
支
援
事
業
給
付
費
２
４
９

７
万
４
千
円
、
国
ス
ポ
お
も

て
な
し
会
場
の
立
木
等
移
転

補
償
３
５
０
万
８
千
円
、
議

場
改
修
工
事
費
４
０
１
万
９

千
円
等
を
追
加
。

▽
７
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料
１
８
３
万
１
千
円
等

を
追
加
。

▽
７
年
度
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
主
な
補
正
内
容
】

給
与
等
改
正
に
係
る
人
件

費
を
収
益
的
支
出
２
４
９
万

２
千
円
減
額
、
資
本
的
支
出

１
１
９
万
２
千
円
増
額
。

そ
の
他
の
概
要

˞議௕はܾࡋʹはՃΘり·ͤΜɻ

▽
は
し
か
み
ハ
マ
の
駅
あ
る

で
ぃ
～
ば
に
係
る
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

●
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

の
名
称

一
般
財
団
法
人
は
し
か
み

ふ
る
さ
と
ラ
ボ

●
指
定
の
期
間

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

▽
階
上
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
の
委
員
に
選
任

す
る
者
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

伊
藤
ま
り
子
氏
の
選
任
に

同
意
。（
再
任
。
委
嘱
期
間

は
令
和
７
年
1２
月
２２
日
か
ら

令
和
1０
年
1２
月
２1
日
ま
で
）

質
疑
あ
れ
こ
れ

第
６
回
定
例
会
の
議
案
の
中

か
ら
、
質
疑
を
要
約
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
森
榮
吉
議
員

◆
議
場
改
修
工
事

　
　

議
場
改
修
工
事
４
０
１
万

9
千
円
は
議
会
改
革
の
一
環
と

理
解
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な

工
事
内
容
、
完
成
時
期
を
確
認

し
た
い
。

　
　

総
務
課
長

本
会
議
に
お

け
る
質
疑
応
答
の
方
式
を
一
問

一
答
方
式
、
ま
た
は
一
括
方
式

と
す
る
こ
と
の
対
応
に
必
要
な

改
修
を
行
う
も
の
。
工
事
内
容

は
、
質
問
席
の
整
備
、
放
送
設

備
の
移
設
、
傍
聴
席
よ
り
質
問

者
の
表
情
が
見
え
る
よ
う
モ
ニ

タ
ー
を
設
置
。
工
事
時
期
は
、

３
月
定
例
会
後
で
、
年
度
内
完

成
の
予
定
。

໰౴ ７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

指
定
管
理
者
の
指
定

　
　
大
下
修
議
員

◆
は
し
か
み
ハ
マ
の
駅
あ
る

で
ぃ
～
ば

　
　

①
指
定
管
理
者
を
新
た
に

公
募
す
る
方
針
に
至
っ
た
経
緯

と
理
由
。
②
新
た
な
公
募
の
概

略
、
公
募
時
の
指
定
管
理
料
。

③
現
在
の
剰
余
金
の
額
、
事
業

終
了
し
た
と
き
の
法
人
お
よ
び

剰
余
金
の
処
分
方
法
。
④
漁
業

者
の
所
得
向
上
の
成
果
を
伺
う
。

　
　

産
業
振
興
課
長

①
現
指

定
管
理
者
に
は
、
漁
業
者
の
所

得
向
上
、
累
計
１
７
０
万
人
を

超
え
る
来
場
者
の
達
成
な
ど
、

交
流
拠
点
と
し
て
の
一
定
の
成

果
を
確
認
。
次
の
段
階
と
し
て

公
募
方
式
に
よ
る
選
定
が
適
当

で
あ
る
と
判
断
し
た
。
②
令
和

９
年
度
か
ら
新
体
制
移
行
を
目

指
し
、
指
定
管
理
料
は
運
営
実

績
や
コ
ス
ト
分
析
、
社
会
経
済

状
況
を
十
分
に
考
慮
し
積
算
を

行
い
設
定
す
る
。
③
令
和
６
年

度
決
算
で
利
益
剰
余
金
２
千
６

８
８
万
７
０
２
９
円
。
法
人
お

よ
び
剰
余
金
の
処
分
は
、
法
人

の
定
款
に
基
づ
き
適
正
に
進
め

る
。
④
令
和
３
年
度
の
漁
業
者

の
所
得
は
基
準
年
度
と
比
較
し

て
２6
％
増
加
と
い
う
成
果
に
つ

な
が
っ
た
。

໰౴

ҏ
ㆂ

౻
ㆨㆄ

  ·Γࢠ
㆓

ࢯ
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ձ議࿥はこちらから
読み込めます。
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˙ ౉෦ɹ∁໌ 議員　　̑ϖʔδ

̍ɹ֊্ொͱݝͱͷྗڠମ੍ͱิॿۀࣄʹ
ɹɹ͍ͭͯ
̎ɹ֊্ொͷจԽ׆ಈʹ͍ͭͯ

˙ େԼɹɹ修 議員　　̒ϖʔδ

̍ɹਓݮޱগͱொͮ͘Γʹ͍ͭͯ

˙ 中ౡɹ޹一 議員　　̓ϖʔδ

̍ɹεΫϥϜ̔ͷձͷ໨తͱ֊্ொ͕ࢀՃͯ͠
͍Δཧ༝͸

̎ɹ֊্ொͷਫҴͱͦ͹ͷੜ࢈ʹ͍ͭͯ
̏ɹ֊্ொͷ׆ۀړಈͷঢ়گʹ͍ͭͯ
̐ɹެཱਤॻ͕ؗ͜Ε·ͰͰ͖ͳ͔ͬͨཧ༝ʹ

͍ͭͯ
̑ɹதֶߍͷ౷߹ͷݕ౼ʹ͍ͭͯ

階上町表彰条例表彰
功労表彰　町議会議員12年以上在職

知事を囲む行政懇談会

連携中枢都市圏の形成に関する講演会

郡議長会議員研修会

　令和８年１月５日、
ハートフルプラザ・はし
かみにおいて、町表彰条
例に基づく表彰式が行わ
れ、森榮吉副議長へ町議
会議員1２年以上在職で功
労表彰が授与されまし
た。

　11月17日、青森市で開催された「知事を囲む
行政懇談会」に長根岩夫議長が出席。

　11月1０日、おいらせ町で開催された「連携中枢都市
圏の形成に関する講演会」に議員1０名が参加し、地域
公共交通の特徴と課題などについて学びました。
■講師　福島大学　経済経営学類
　　　　　教授　吉田　樹 氏
■講演　「『選ばれる』地方都市圏に求められる地域交
　　　　 通戦略」

　11月２０日、五戸町で開催された「郡議長会議員研修
会」に議員1０名が参加し、各町村の文化財と未調査資
料の整理・研究と地域還元などについて学びました。
■講師　五戸町教育委員会教育課
　　　　　課長補佐　村本　恵一郎 氏
■講演　「三戸郡の文化財と文化財保護について」
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町と県との連携・協力体制と
補助事業

〔町長〕�補助金の活用を図り、効果的な事業推
進に努めたい

１
点
目
に
階
上

町
と
青
森
県
と
の

間
で
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
組
織
や
窓
口
を
通
じ
て
連

携
・
協
力
体
制
が
図
ら
れ
て

い
る
か
伺
う
。

２
点
目
に
県
の
補
助
事
業

の
う
ち
、
階
上
町
を
対
象
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
数
、

ま
た
実
際
に
補
助
金
と
し
て

交
付
さ
れ
た
金
額
が
、
直
近

の
単
年
度
で
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
。

　
　
　

町
長

町
と
県
と
の
連
携
は
一
つ

の
部
署
に
集
約
さ
れ
る
も
の

で
な
く
、
各
事
業
を
所
管
す

る
担
当
課
が
、
県
の
主
管
課

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
事

前
協
議
、
予
算
要
望
、
採
択

後
の
執
行
管
理
な
ど
必
要
な

調
整
を
行
っ
て
い
る
。

２
点
目
の
県
補
助
事
業
の

主
な
交
付
実
績
は
合
計
で
お

お
む
ね
１
億
２
０
０
０
万
円

規
模
。

໰
ᶃ

౴
ᶃ

町
の
文
化
活
動
の
実
態
と
歴
史
編
纂

事
業

〔
教
育
長
〕
今
後
も
必
要
な
整
備
を
続
け
た
い

階
上
町
の
文
化

活
動
の
実
態
に
つ

い
て
伺
う
。
具
体
的
に
活
動

団
体
の
数
や
参
加
人
数
、
事

業
へ
の
支
援
、
公
民
館
・
集

会
所
の
取
り
扱
い
方
、
ま
た

町
の
歴
史
編
纂
事
業
に
つ
い

て
も
伺
う
。教

育
長

文
化
活
動
は
３
つ
に
分
類

で
き
、
生
涯
学
習
活
動
に

つ
い
て
5２
講
座
、
延
べ
参
加

者
数
は
１
２
７
４
人
、
町
民

文
化
祭
は
出
展
者
数
８
４
８

人
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
２4
団

体
４
０
６
人
と
な
っ
て
い

る
。
伝
統
芸
能
活
動
は
、
え

ん
ぶ
り
や
駒
踊
り
な
ど
７
団

体
、
約
２
３
０
人
の
方
が
参

加
、
自
主
的
学
習
活
動
に
つ

い
て
は
3２
団
体
で
あ
り
、
活

動
へ
の
支
援
は
で
き
る
限
り

行
っ
て
い
る
。
公
民
館
・
集

会
場
も
施
設
ご
と
に
条
例
で

適
切
に
取
り
扱
わ
れ
、
使
用

料
も
免
除
、
減
額
の
規
定
が

あ
る
。
町
史
編
纂
事
業
に
関

໰
ᶃ

౴
ᶃ

県
か
ら
の
補
助

金
の
流
れ
を
つ
か

む
た
め
に
、
具
体
的
な
例
を

挙
げ
て
説
明
い
た
だ
き
た

い
。

　
　
　

総
合
政
策
課
長

県
補
助
事
業
の
実
績
と
し

て
、
一
つ
目
は
青
森
県
核
燃

料
物
質
等
取
扱
税
交
付
金
、

２
つ
目
に
学
校
給
食
費
無
償

化
等
子
育
て
支
援
市
町
村
交

付
金
、
３
つ
目
に
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
交
付
金
な
ど

が
あ
る
。

県
の
補
助
事
業
に
つ
い
て

は
、
幅
広
い
分
野
で
本
町
の

事
業
を
支
え
る
重
要
な
財
源

で
あ
り
、
今
後
も
有
効
活
用

し
、
町
民
生
活
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

໰
ᶄ

౴
ᶄ

し
て
も
未
来
に
継
承
す
る
体

制
を
整
え
、
必
要
な
整
備
を

続
け
て
ま
い
り
た
い
。

階
上
町
の
文
化

活
動
の
裾
野
の
広

が
り
を
感
じ
た
。
自
主
運
営

講
座
は
８
名
以
上
と
の
こ
と

だ
が
開
設
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

ら
れ
な
い
か
。
伝
統
芸
能
の

継
承
に
は
学
校
と
の
協
力
体

制
を
取
り
続
け
て
ほ
し
い
。

　
　
　

教
育
課
長

階
上
町
の
文
化
活
動
に
対

す
る
貴
重
な
ご
意
見
と
し
て

受
け
止
め
、
制
度
の
在
り
方

に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

໰
ᶄ

౴
ᶄ

渡わ
た

部べ

髙た
か

明あ
き

議
員

今
年
度
か
ら
予

算
の
つ
い
た
社
会

教
育
複
合
施
設
に
関
し
て
、

旧
来
の
図
書
館
・
民
俗
資
料

館
に
終
わ
ら
せ
る
だ
け
で
な

く
、
文
化
活
動
の
拠
点
、
交

流
の
場
に
な
れ
る
よ
う
時
代

に
合
わ
せ
た
建
物
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
改
め
て
町

長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

町
民
の
ご
意
見
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
図
書
館
・
民
俗

資
料
館
、
さ
ら
に
は
世
代
を

超
え
て
人
が
集
い
語
ら
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
生
ま

れ
る
場
づ
く
り
を
目
指
す
。

ま
た
観
光
に
訪
れ
る
方
へ
の

情
報
発
信
の
拠
点
と
な
れ
る

よ
う
に
進
め
て
ま
い
り
た

い
。 ໰

ᶅ
౴
ᶅ

ੜֶ֔श׆ಈʢはしかみ
Ωϟϯύεʣͷ༷ࢠ
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大お
お

下し
た

修お
さ
む

議
員

①
令
和
�
年
４

月
１
日
の
人
口
と

０
歳
か
ら
øû
歳
の
構
成
比
、

øü
歳
か
ら
ýû
歳
の
構
成
比
、

ýü
歳
以
上
の
構
成
比
を
伺

う
。

②
同
じ
く
金
山
沢
、
田
代
、

晴
山
沢
、
平
内
、
鳥
屋
部
、

角
柄
折
の
西
部
地
区
の
人
口

と
構
成
比
及
び
町
全
体
の
人

口
比
率
。
同
様
に
荒
谷
、
大

蛇
、
追
越
、
榊
、
駅
前
、
道

仏
、
小
舟
渡
の
東
部
地
区
と

石
鉢
、
蒼
前
、
野
場
中
と
赤

保
内
、
耳
ケ
吠
西
、
耳
ケ
吠

東
を
伺
う
。

③
４
つ
の
区
域
ご
と
の
見
解

を
伺
う
。

④
町
の
出
生
数
は
年
間
ü÷
人

程
度
で
推
移
。
見
解
と
対
策

を
伺
う
。

⑤
近
年
の
人
口
動
態
は
、
自

然
減
１
３
０
人
、社
会
減（
転

入
－

転
出
）
が
û÷
人
で
年
間

１
７
０
人
減
少
し
て
い
る
。

社
会
減
に
対
す
る
見
解
と
対

策
を
伺
う
。

໰
ᶃ

　
　
　

町
長

①
令
和
７
年
４
月
１
日
の

住
民
基
本
台
帳
人
口
は
１
２

４
６
７
人
。
０
歳
か
ら
14
歳

が
１
１
８
４
人
で
９・５
％
、

15
歳
か
ら
64
歳
が
６
７
１
２

人
で
53
・
８
％
、
65
歳
以
上

が
４
５
７
１
人
で
36
・７
％
。

②
金
山
沢
、
田
代
、
晴
山
沢
、

平
内
、
鳥
屋
部
、
角
柄
折
の

西
部
地
区
の
人
口
と
構
成
比

は
、
０
歳
か
ら
14
歳
が
71
人

で
５・
５
％
、
15
歳
か
ら
64

歳
が
５
７
１
人
で
44
・
４
％
、

65
歳
以
上
が
６
４
５
人
で

5０
・
１
％
、
人
口
は
１
２
８

７
人
で
町
全
体
比
率
は
1０
・

３
％
。
荒
谷
、
大
蛇
、
追

越
、
榊
、
駅
前
、
道
仏
、
小

舟
渡
の
東
部
地
区
は
、
０
歳

か
ら
14
歳
が
２
１
４
人
で

７・
２
％
、
15
歳
か
ら
64
歳

が
１
４
３
２
人
で
48
・
４
％
、

65
歳
以
上
が
１
３
１
１
人
で

44
・
３
％
、
人
口
は
２
９
５

７
人
で
町
全
体
比
率
は
２3
・

７
％
。
石
鉢
、
蒼
前
、
野
場

中
は
、
０
歳
か
ら
14
歳
が
４

７
５
人
で
９・
７
％
、
15
歳

か
ら
64
歳
が
２
８
５
３
人
で

౴
ᶃ

58
・
３
％
、
65
歳
以
上
が
１

５
６
７
人
で
3２
％
、
人
口
は

４
８
９
５
人
で
町
全
体
比
率

は
39
・
３
％
。
赤
保
内
、
耳

ケ
吠
西
、
耳
ケ
吠
東
は
、
０

歳
か
ら
14
歳
が
４
２
４
人
で

1２
・
７
％
、
15
歳
か
ら
64
歳

が
１
８
５
６
人
で
55
・
８
％
、

65
歳
以
上
が
１
０
４
８
人
で

31
・
５
％
、
人
口
は
３
３
２

８
人
で
町
全
体
比
率
は
２6
・

７
％
。

③
全
国
的
な
傾
向
と
同
様
に

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

状
況
と
認
識
し
て
い
る
。

④
学
校
給
食
費
や
こ
ど
も
医

療
費
の
無
償
化
、
結
婚
新
生

活
支
援
に
加
え
、
令
和
６
年

度
か
ら
は
０
歳
か
ら
２
歳
児

の
保
育
料
無
償
化
や
、
３
歳

か
ら
５
歳
児
の
給
食
費
の
助

成
な
ど
、
国
・
県
の
制
度
を

活
用
し
な
が
ら
子
育
て
支
援

の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。
さ

ら
に
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給

付
事
業
、
妊
婦
・
産
後
検
診

の
助
成
、
産
後
ケ
ア
事
業
な

ど
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
後
ま

で
支
援
整
備
に
も
努
め
て
い

る
。
今
後
も
国
・
県
の
施
策

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
本

人口減少の実態と町づくり

〔町長〕�国・県の施策動向を注視しながら、
本町で実施可能な支援策の検討を進め
たい

町
で
実
施
可
能
な
支
援
策
の

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
。

⑤
若
者
が
町
内
で
働
き
続
け

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が
重

要
。
地
元
企
業
と
連
携
強
化

や
企
業
誘
致
の
推
進
を
通

じ
、
就
業
機
会
の
確
保
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
移
住
・
定

住
を
進
め
る
た
め
の
支
援
・

相
談
体
制
の
充
実
な
ど
多
方

面
か
ら
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

国
や
県
の
施
策
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
本
町
と
し
て

実
施
可
能
な
施
策
を
着
実
に

進
め
る
こ
と
に
よ
り
社
会
減

の
緩
和
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。
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中な
か

島し
ま

孝こ
う

一い
ち

議
員

会
の
目
的
は
。

八
戸
市
と
階
上
町

の
関
係
は
。

　
　
　

町
長

連
携
中
枢
都
市
の
八
戸
市

と
各
周
辺
自
治
体
は
、
市

の
高
度
な
都
市
機
能
や
広
域

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
つ
つ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
資
源
を
生

か
し
相
互
に
補
完
関
係
を
形

成
し
て
、
圏
域
全
体
と
し
て

経
済
成
長
や
生
活
機
能
の
向

上
・
強
化
を
図
る
た
め
連
携

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
本
町

は
八
戸
市
に
隣
接
し
、
住
民

の
日
常
生
活
に
お
け
る
相
互

依
存
度
が
特
に
高
く
、
か
つ

地
理
的
・
経
済
的
な
結
び
つ

き
の
強
さ
が
八
戸
市
と
本
町

の
関
係
の
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。 ໰

ᶃ
౴
ᶃ

水
稲
の
作
付
面

積
の
減
少
理
由

は
。
ま
た
階
上
早
生
そ
ば
を

今
後
増
産
す
る
考
え
は
。

　
　
　

町
長

水
稲
の
作
付
面
積
減
少

は
、
担
い
手
不
足
と
、
中
山

໰
ᶃ

౴
ᶃ

間
地
の
小
規
模
・
不
整
形
な

水
田
で
コ
ス
ト
削
減
が
困
難

で
あ
る
こ
と
が
要
因
と
考
え

る
。
階
上
早
生
そ
ば
の
生
産

は
、
徹
底
し
た
品
質
管
理
で

品
種
の
純
粋
性
を
保
持
し
、

ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
守
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
作

付
面
積
は
拡
大
し
て
い
る

が
、
生
産
量
は
気
象
条
件
に

左
右
さ
れ
る
。
増
産
に
は
、

所
得
に
結
び
つ
く
販
売
環
境

の
整
備
が
不
可
欠
で
、
関
係

団
体
と
町
が
連
携
を
強
化

し
、
新
た
な
加
工
品
開
発
を

進
め
、需
要
の
裾
野
を
広
げ
、

販
路
を
拡
大
す
る
こ
と
が
肝

要
と
考
え
て
い
る
。

地
域
特
性
を
活

か
し
、
労
働
力
不

足
に
対
応
し
た
農
業
の
道

は
。

　
　
　

産
業
振
興
課
長

降
雪
量
が
少
な
い
地
域
特

性
を
生
か
し
た
ハ
ウ
ス
栽
培

や
労
働
力
不
足
に
対
応
し
た

ス
マ
ー
ト
農
業
、
作
物
の
転

換
に
よ
る
多
角
化
な
ど
、
農

業
の
未
来
に
向
け
て
、
新
た

な
道
を
探
る
必
要
が
あ
る
。

新
た
な
技
術
導
入
を
目
指
す

農
業
者
の
、
後
押
し
に
努
め

る
。 ໰

ᶄ
౴
ᶄ

ア
ブ
ラ
メ
や
ウ

ニ
の
生
産
量
は
。

ウ
ニ
の
通
年
供
給
体
制
の
構

築
に
取
り
組
む
考
え
は
。
ま

た
、
栽
培
漁
業
振
興
協
会
の

製
品
の
活
用
は
。

　
　
　

町
長

ア
ブ
ラ
メ
漁
獲
量
は
、
回

復
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
ウ

ニ
生
産
量
は
磯
焼
け
に
よ
る

海
藻
不
足
で
減
少
傾
向
に
あ

る
が
、
深
浅
移
植
な
ど
の
対

策
を
し
て
い
る
。
生
ウ
ニ

の
通
年
供
給
に
は
限
界
が
あ

る
。
な
お
栽
培
漁
業
振
興
協

会
が
町
内
に
存
在
す
る
こ
と

は
大
き
な
強
み
で
、
本
町
漁

業
を
足
元
か
ら
支
え
る
重
要

な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。
今

後
も
、
協
力
関
係
を
継
続
し

連
携
し
て
い
く
。

藻
場
の
衰
退
や

磯
焼
け
に
対
す
る

取
り
組
み
は
。

　
　
　

産
業
振
興
課
長

藻
場
の
再
生
と
磯
焼
け
対

策
に
つ
い
て
、
県
事
業
の
一

໰
ᶃ

౴
ᶃ

໰
ᶄ

౴
ᶄ

八戸都市圏スクラム８の
目的

〔町長〕�８市町村の相互協力と連携の
推進

環
で
昨
年
度
藻
場
礁
を
設
置

し
た
。
さ
ら
に
栽
培
漁
業
振

興
協
会
か
ら
購
入
し
た
マ
コ

ン
ブ
の
種
糸
を
使
う
増
殖
へ

の
取
り
組
み
、
ま
た
ド
ブ
漬

け
と
い
う
手
法
に
よ
る
昆
布

の
栽
培
養
殖
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
ウ
ニ
や
ア
ワ
ビ

な
ど
の
計
画
的
な
種
苗
放
流

を
行
う
な
ど
対
策
を
進
め
て

い
る
。

こ
れ
ま
で
図
書

館
建
設
の
希
望

は
。
ま
た
複
合
施
設
と
し
て

整
備
す
る
理
由
は
。

　
　
　

教
育
長

令
和
３
年
度
の
小
中
高
生

と
保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
約
２
割
の
希
望
が
あ
っ

た
。
ま
た
複
合
施
設
と
し
て

は
、
総
合
振
興
計
画
に
お
け

໰
ᶃ

౴
ᶃ

る
位
置
付
け
、
現
民
俗
資
料

収
集
館
の
著
し
い
老
朽
化
対

策
か
ら
、
図
書
館
と
民
俗
資

料
収
集
館
の
機
能
を
合
わ
せ

た
施
設
の
方
針
が
示
さ
れ
、

さ
ら
に
交
流
機
能
を
併
せ
持

つ
こ
と
で
、
子
ど
も
達
が
学

び
、
地
域
の
文
化
に
触
れ
、

保
護
者
や
高
齢
者
も
自
然
に

交
流
で
き
る
拠
点
と
な
り
、

ま
た
観
光
客
に
も
情
報
発
信

の
場
と
な
る
。

水
稲
と
そ
ば
の
生
産

〔
町
長
〕
階
上
早
生
そ
ば
の

ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
大
切
に
し

つ
つ
、
増
産
へ
と
つ
な
げ
る

ア
ブ
ラ
メ
と
ウ
ニ
の

生
産
量

〔
町
長
〕ア
ブ
ラ
メ
は
回
復
、

ウ
ニ
は
減
少

複
合
施
設
と
し
て
整

備
す
る
理
由

〔
教
育
長
〕町
民
の
将
来
に
わ

た
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
、
最

も
適
し
た
形
で
あ
る
と
確
信

今
後
の
中
学
校
統
合

に
対
す
る
方
針

〔
教
育
長
〕
来
年
度
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
引
き
続

き
検
討
し
た
い現

状
の
道
仏
中

で
は
、
少
子
化
が

止
ま
ら
な
い
。
今
後
の
統
合

に
対
す
る
方
針
を
説
明
願
う
。

　
　
　

教
育
長

昨
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、

今
年
度
は
地
区
説
明
会
を
開

催
し
た
。
こ
れ
ら
は
統
合
を

前
提
と
し
た
も
の
で
は
な
い

が
、
保
護
者
お
よ
び
地
区
の

皆
様
か
ら
直
接
ご
意
見
等
を

伺
い
た
く
開
催
し
た
も
の
。

来
年
度
は
中
学
校
再
編
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
今
後
の

中
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

໰
ᶃ

౴
ᶃ

【構成市町村】
八戸市、三戸町、五戸町、
田子町、南部町、階上町、
新郷村、おいらせ町

しͨܞͱ࿈ۀࣄݝ
Ξϒϥϝͷ์ྲྀͷ
ࢠ༷
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�� 月ྟ࣌会

質
疑
͋
Ε
͜
Ε

ୈ
�
ճ
ྟ
࣌
会

令
和
７
年
1２
月
２5
日
に
ট
集
さ

れ
た
ୈ
７
回
ྟ
時
会
で
は
、
町
議

会
一
般
選
ڍ
（
繰
上
補
充
）
に
関

連
す
る
事
߲
の
΄
か
、
議
Ҋ
１
件

が
上
ఔ
さ
れ
、
৹
議
の
結
果
、
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
町
議
会
議
員
の
ࣗ
ಈ
ࣦ
৬
ٴ
び

܁
上
౰
選
に
つ
い
て

小
দ
խ
඙
氏
が
公
৬
選
ڍ
法
ୈ

9０
条
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
７
年

1２
月
９
日
付
け
で
町
議
会
議
員
の

৬
が
自
動
ࣦ
৬
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
令
和
７
年
1２
月
14
日
付
け

で
、
磯
ౡ
෋
੝
氏
（
77
）
が
町
議

会
議
員
の
繰
上
補
充
に
よ
る
当
選

人
と
な
り
ま
し
た
。

▽
議
੮
の
指
定
ٴ
び
ม
ߋ

１
൪

磯
ౡ

෋
੝

２
൪

౔
ڮ

ඒ
加
ࠤ

３
൪

渡
部

∁
明

４
൪

中
ౡ

޹
一

５
൪

۽
谷

道
༤

６
൪

小
ࡔ

正
年

７
൪

Լ
沢

育
உ

８
൪

大
Լ

修

▽
議
会
ӡ
Ӧ
委
員
の
選
任

欠
員
が
生
じ
て
い
た
議
会
運
営

委
員
会
の
委
員
の
選
任
を
行
い
ま

し
た
。

委
員

渡
部

∁
明

▽
ৗ
任
委
員
の
選
任

欠
員
が
生
じ
て
い
た
常
任
委
員

会
の
委
員
の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

【
産
業
ݐ
設
常
任
委
員
会
】

委
員

磯
ౡ

෋
੝

▽
ৗ
任
委
員
会
委
員
長
、
෭
委
員

長
の
選
任

常
任
委
員
会
に
よ
る
委
員
長
、

෭
委
員
長
の
互
選
を
行
い
ま
し
た
。

【
産
業
ݐ
設
常
任
委
員
会
】

委
員
長　
　
小
ࡔ

正
年

෭
委
員
長

中
ౡ

޹
一

˙
補
正
予
算

７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

は
し
か
み
Ո
計
支
援
঎
品
݊
事

業
に
係
る
経
費
１
億
９
７
５
７
万

６
千
円
、
物
価
高
対
応
子
育
て
応

援
手
当
支
給
事
業
に
係
る
経
費
３

千
１
２
９
万
３
千
円
、
生
活
困
ځ

者
に
対
す
る
౮
༉
購
入
費
助
成
事

業
に
係
る
経
費
１
千
２
０
３
万
３

千
円
、
令
和
７
年
1０
月
31
日
か
ら

11
月
１
日
に
か
け
て
の
߽
Ӎ
ࡂ
害

の
対
応
に
係
る
経
費
９
３
２
万
５

千
円
等
を
追
加
。

˜
は
し
͔
Έ
Ո
ܭ
ࢧ
ԉ
঎
඼
݊
ࣄ

ۀ
Τ
ω
ϧ
Ϊ
ー
価
֨
や
物
価
高
ಅ

の
Ө
ڹ
を
受
け
て
い
る
生
活
者
ٴ

び
町
内
事
業
者
を
支
援
す
る
た

め
、
全
町
民
１
人
当
た
り
１
万
５

千
円
の
঎
品
݊
を
഑
布
。

˜
෺
価
ߴ
ର
応
ࢠ
育
ͯ
応
ԉ
ख
౰

ࢧ
څ
ࣄ
ۀ

物
価
高
ಅ
の
Ө
ڹ
を
受
け
て
い

る
子
育
て
世
ଳ
の
生
活
を
支
援
す

る
た
め
、
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の

児
ಐ
手
当
対
象
児
ಐ
に
、
１
人
当

た
り
２
万
円
の
応
援
手
当
を
支
給
。

˜
生
׆
ࠔ
ځ
ऀ
に
ର
͢
る
౮
༉
ߪ

ೖ
අ
ॿ
੒
ࣄ
ۀ

住
民
税
ඇ
課
税
世
ଳ
を
対
象

に
、
一
世
ଳ
当
た
り
７
千
円
を
支

給
。

　
　
大
下
修
議
員

◆
ੜ
׆
ࠔ
ځ
者
に
ର
す
る
౮
༉
ߪ

ೖ
අ
ॿ
成
事
業
අ
補
ॿ
金

　
　

①
具
体
的
に
ੈ
ଳ
ओ
の
ޱ
࠲

に
２
݄
øú
೔
に
現
金
を
振
Γ
ࠐ
Ή

と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。
②
３
݄

øú
೔
ਃ
੥
期
ݶ
と
は
振
Γ
ࠐ
み
完

了
の
意
ຯ
か
。
③
ੜ
׆
ࠔ
ځ
者
の

定
ٛ
は
。

໰

　
　

介
護
෱
ࢱ
課
長

①
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ϧ
予
定
の
１
月
２3
日
に
対
象

世
ଳ
に
文
書
を
発
送
、
２
月
13
日

に
ୈ
１
回
目
の
振
り
ࠐ
み
が
さ
れ

る
。
②
３
月
31
日
が
事
業
の
ऴ
ྃ
日

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
受
付
や
৹
ࠪ

の
期
間
を
考
慮
し
、
３
月
13
日
を
ਃ

੥
の
క
め
切
り
と
し
て
い
る
。
③
県

の
事
業
名
が
生
活
困
ځ
者
世
ଳ
へ
の

౮
༉
購
入
費
助
成
事
業
と
な
っ
て
お

り
、
明
確
な
生
活
困
ځ
者
の
定
ٛ
は

し
て
い
な
い
。
令
和
６
年
度
同
様
の

事
業
を
実
施
し
て
お
り
、前
回
同
様
、

生
活
困
ځ
者
を
住
民
税
ඇ
課
税
世
ଳ

と
し
て
助
成
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

◆
෺
価
ߴ
ର
Ԡ
ࢠ
育
て
Ԡ
ԉ
ख
౰

　
　

１
݄
øĀ
೔
か
Β
公
務
員
分
の

ਃ
੥
ड
෇
、
２
݄
̒
೔
ର
৅
ࣇ
ಐ

に
ϓ
ỽ
γ
ỿ
ܕ
で
振
Γ
ࠐ
み
と
あ

る
。
分
か
Γ
΍
す
͘
આ
໌
を
ئ
う
。

　
　

す
こ
΍
か
݈
߁
課
長

国
の
児

ಐ
手
当
の
࢓
組
み
と
し
て
、
公
຿
員

は
所
ଐ
ி
か
ら
支
給
。
公
຿
員
世
ଳ

は
町
か
ら
勧
঑
通
஌
を
出
し
直
接
ਃ

੥
を
受
け
付
け
る
。
公
຿
員
世
ଳ
以

֎
の
児
ಐ
は
、
町
か
ら
２
か
月
ご
と

に
支
給
し
て
お
り
、
口
座
が
分
か
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
ϓ
ỽ
シ
ュ
ܕ
で
振

り
ࠐ
む
。

◆
は
し
か
み
Ո
計
ࢧ
ԉ
঎
඼
݊
事

業
අ
補
ॿ
金

　
　

શ
町
ຽ
を
ର
৅
に
、
１
人
౰

た
Γ
ڞ
௨
݊
ø÷
ຕ
と
ઐ
༻
݊
̑
ຕ

の
１
万
̑
千
円
の
঎
඼
݊
を
഑
෍

す
る
内
容
。
ࠓ
·
で
の
成
果
ݕ
ূ
、

౴໰౴໰

分
ੳ
݁
果
を
伺
い
た
い
。

　
　

産
業
振
興
課
長

前
年
度
の

１
人
当
た
り
１
万
円
の
内
༁
は
ڞ
通

݊
７
千
円
、
ઐ
用
݊
３
千
円
。
実
績

は
、
全
体
の
使
用
率
99
・
０8
％
を
ه

࿥
。
約
４
か
月
の
୹
い
期
間
に
഑
布

額
の
΄
΅
全
額
、
金
額
で
１
億
２
３

０
８
万
円
。
ڞ
通
݊
の
多
く
が
大
ܕ

ళ
で
の
購
入
に
充
て
ら
れ
、
Ո
計
支

援
の
直
接
的
な
ܰ
減
に
د
与
。
地
元

঎
ళ
等
で
利
用
可
能
な
ઐ
用
݊
も
、

換
金
額
３
６
６
７
万
５
千
円
、
98
・

41
％
と
い
う
高
い
実
績
。
前
年
ま
で

の
࿮
組
み
は
、
実
情
に
ଈ
し
て
い
る

と
分
析
し
て
い
る
。
５
千
円
の
増
額

分
は
、
よ
り
利
ศ
性
を
高
め
て
、
ਝ

଎
に
Ո
計
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
設

計
し
た
。

◆
Տ
઒
ҡ
࣋
工
事

　
　

ೖ
ࡳ
な
の
か
ਵ
意
ܖ
໿
な
の

か
。
ܖ
໿
方
法
を
伺
い
た
い
。

　
　

ݐ
ઃ
課
長

早
期
着
手
を
目
指

す
た
め
、
２
０
０
万
円
ま
で
の
工
事

費
は
ਵ
意
ܖ
約
、
２
０
０
万
円
を
超

え
る
工
事
は
入
ࡳ
に
よ
り
決
定
し
て

い
く
。

◆
೶
஍
౳
ࡂ
֐
෮
چ
工
事

　
　

ݸ
人
ෛ
୲
と
町
ෛ
୲
の
事
業
の

ෛ
୲
ׂ
合
を
伺
う
。

　
　

ݐ
ઃ
課
長

補
助
金
交
付
規
ఔ

に
基
づ
き
、工
事
費
の
65
％
を
町
が
、

35
％
を
受
益
者
が
ෛ
担
す
る
こ
と
と

定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
受

益
者
ෛ
担
を
お
ئ
い
し
て
い
く
。

౴໰౴໰౴

ү
ㆂ㆝㆘ㆾ

ౡ  ෋
ㆨㆿ㇂㇊

੝ 議員

質
疑
あ
れ
こ
れ

第
̓
回
ྟ
࣌
会
の
議
案
の
中
か

ら
、
質
疑
を
要
約
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
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令
和
７
年
１
月
２3
日
の

道
仏
中
学
校
に
続
き
、
令

和
７
年
1２
月
２２
日
に
、
階

上
中
学
校
３
年
生
に
よ
る

中
学
生
模
ٖ
議
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

66
名
の
生
ె
は
議
会
当

日
ま
で
に
、
学
校
の
社
会

の
त
業
の
一
環
で
、
日
ࠒ

の
学
校
生
活
や
地
域
で
の

฻
ら
し
の
中
で
ײ
じ
て
い

る
こ
と
を
基
に
質
問
を
考

え
、
模
ٖ
議
会
に
ྟ
み
ま

し
た
。

当
日
は
、
61
名
の
生
ె

が
議
員
と
な
り
、
ԋ
ஃ
に

ొ
ஃ
し
、
中
学
生
の
視
点

か
ら
、
町
の
取
り
組
み
や

౔
ㆩ

ڮ
ㆰ㆗

和
㇏

૗
ㆉㆪ

 ٞһ

Ṥ
ㆲ

ా
ㆠ

ඒ
ㆿ

།
㇆

 ٞһ

େ
ㆈㆈ

୔
㆕㇏

ɹɹᏤ
㆝㇉

 ٞһ

໊
ㆪ

ٱ
ㆎ

Ҫ
ㆂ

和
ㆉ㆚ㆀㆌ

һٞ ڿ

ٶ
ㆿ㇄

࡚
㆖ㆌ

ڊ
ㆪㆈ

ଠ
㆟

࿠
㇍ㆄ

 ٞһ

ࣣ
㆗ㆡ

ށ
ㆮㆸ

ɹ ༔
㇆ㆄ

ే
ㆨ

 ٞһ

�ôA
̍൝

�ôA
２൝

　
　

Ϋ
マ
໰
୊
の
解
ܾ
策
を
Ͳ
の
よ
う
に
ߟ
͑
て
い
る
か
。
Ϋ

マ
の
৯
料
೉
を
解
ܾ
す
る
た
め
、
ࢁ
に
໦
の
࣮
が
な
る
໦
を
২

͑
る
こ
と
を
ఏ
Ҋ
す
る
。
·
た
、
ङ
ྌ
が
で
き
る
人
を
育
て
、

Ϋ
マ
が
૿
͑
す
͗
な
い
よ
う
に
す
Ε
ば
よ
い
と
ࢥ
う
。

　
　

үㆂ
㆝
㆘
ㆾౡ

෋ㆨ
ㆿ
㇂
㇊੝

議
員

人
ཬ
へ
の
Ϋ
マ
の
出
຅
が
深
ࠁ
化
し
、

出
຅
は
山
間
部
ͩ
け
で
は
な
く
、
中
৺
市
֗
地
で
も
相
次
い
で

い
る
。
Ϋ
マ
が
食
料
と
し
て
人
や
動
物
を
ऻ
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
、Ϋ
マ
問
୊
は
町
の
重
要
な
課
୊
で
あ
る
。提
Ҋ
の
あ
っ

た
ङ
ྌ
者
育
成
は
町
で
も
補
助
を
行
い
支
援
し
て
い
る
。
山
に

Ϋ
マ
の
޷
む
木
の
実
が
な
る
木
を
植
え
る
と
い
う
提
Ҋ
は
ૉ
晴

໰౴
　
　

ֶ
ߍ
の
改
૷
工
事
を
ཁ
๬
す
る
。
特
別
教
ࣨ
΁
の
Τ
Ξ
ί

ϯ
ઃ
ஔ
と
ֶ
ߍ
の
࿓
下
を
׈
Β
な
い
ϑ
ϩ
ồ
Ϧ
ϯ
ά
に
し
て
΄

し
い
。
ֶ
श
環
ڥ
の
向
上
と
ո
զ
๷
ࢭ
の
た
め
、
ݕ
౼
を
お
ئ

い
す
る
。

　
　

౔ㆩ

ㆰڮ
㆗

ඒㆿ

ㆉ

㆕
Ճ
ࠤ
議
員

町
で
は
、
令
和
�
年
度
に
町
内
全

小
中
学
校
の
ී
通
ڭ
ࣨ
へ
Τ
ア
コ
ン
を
設
置
し
た
。
し
か
し
、

ۙ
年
の
໠
ॵ
を
౿
ま
え
、
特
ผ
ڭ
ࣨ
に
も
շ
適
な
学
習
環
境
が

ٻ
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
来
年
度
は
移
動
式
ྫྷ
๪
機
ث
で
、
工

事
不
要
で
؆
୯
に
使
用
で
き
る
ス
ポ
ỽ
ト
Τ
ア
コ
ン
を
全
て
の

特
ผ
ڭ
ࣨ
に
�
台
ͣ
つ
設
置
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
࿓
Լ

໰౴

ら
し
い
発
૝
で
今
後
の

参
考
に
し
た
い
。
現
在

は
、
注
意
ש
ى
や
ั
獲

等
で
҆
全
確
保
を
࠷
༏

ઌ
し
つ
つ
、
ߋ
な
る
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

の
׈
り
に
く
い
চ
ࡐ
に

つ
い
て
は
、
学
校
か
ら

の
要
望
を
確
認
し
、
児

ಐ
生
ె
が
҆
৺
し
て
ա

ご
せ
る
学
校
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

３
年
Ａ
組
େㆈ
ㆈ
ㆯ
㆗ڮ

ཱ㇊
㇞
ㆄ
㆛
ㆂ੣

議
長

３
年
Ａ
組
ㆿٶ
㇄
㆖
ㆌ࡚

ㆪڊ
ㆈ

ଠ㆟

࿠㇍
ㆄ

議
長

課
୊
に
つ
い
て
、
ਅ
݋
な

表
情
で
質
問
や
提
ݴ
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
大
ڮ
立
੣
さ
ん
、

ٶ
࡚
ڊ
ଠ
࿠
さ
ん
、
ಪ
谷

ే
ᚸ
さ
ん
、
ࣛ
ߙ
ఱ
さ
ん

の
４
名
が
議
長
を
຿
め
、

議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。

ී
段
は
、
質
問
者
で
あ

る
議
員
が
答
ห
者
と
し
て

座
り
、
ී
段
と
ҧ
う
議
場

の
ۓ
ு
ײ
を
ײ
じ
な
が

ら
、
中
学
生
議
員
の
Ӷ
い

質
問
に
答
え
ま
し
た
。

質
問
・
答
ห
の
内
容
は
、

一
部
を
ൈ
粋
・
要
約
し
、

質
問
ॱ
に
ܝ
ࡌ
し
て
い
ま

す
。

໛ٖٞձձٞ࿥23
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ࠤ
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౻
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༑
㇆

Ճ
ㆉ

 ٞһ

খ
㆓

দ
ㆾㆤ

੕
㆝ ㇉

ۭ ٞһ

େ
ㆈㆈㆾㆆ

લ ৺
㆓

य़
ㆯ㇋

 ٞһ

ए
㇏ㆉㆿ㇄

ɹ ᐼٶ
ㆉ㇓

ࡊ
ㆪ

 ٞһ

த
ㆪㆉ

৓
㆘㇇ㆄ

ɹ ࢤ
㆗

ൕ
ㆻ

 ٞһ

ҏ
ㆂ

౻
ㆨㆄ

໌
ㆀ ㆙ ㆉ

೔Ֆ ٞһ

�ôA
３൝

�ôA
̑൝

�ôA
７൝

�ôA
４൝

�ôA
̒൝

�ôA
̔൝

　
　

道
෹
方
໘
に
֗
౮
が
গ
な
͘
、
҉
い
時
ؒ
ଳ
に
な
る
と
ة

険
に
ײ
͡
る
。
町
໾
場
か
Β
ւ
方
໘
΁
向
か
う
道
࿏
で
ࣛ
な
Ͳ

の
ಈ
෺
を
ݟ
る
こ
と
が
あ
る
。
҉
い
時
ؒ
ଳ
は
よ
͘
ݟ
͑
な
い

た
め
、
ෆ
҆
に
ײ
͡
る
と
ฉ
͘
こ
と
が
ଟ
い
。
֗
౮
を
ઃ
ஔ
す

る
予
定
は
あ
る
か
。

　
　

౉㇏
㆟

෦ㆹ

∁㆟
ㆉ

໌ㆀ
ㆌ

議
員

通
学
路
や
ؼ
り
道
な
ど
、
不
৹
者
や

動
物
が
જ
み
や
す
い
҉
い
環
境
を
改
ળ
す
る
た
め
、
町
内
に
２

２
６
５
基
の
๷
൜
౮
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
新
規
設
置
の
要
望

は
、
ॳ
め
に
住
民
か
ら
地
区
の
町
内
会
長
に
相
談
を
し
、
町
内

会
長
は
必
要
性
を
検
討
し
町
に
相
談
を
し
て
い
た
ͩ
く
。
現

在
、
設
置
さ
れ
て
い
る
๷
൜
౮
は
、
ి
気
料
金
や
修
સ
の
一
部

໰౴

　
　

ࠃ
道
Ԋ
い
に
は
ί
ϯ
Ϗ
χ
が
ଟ
͘
あ
る
が
、
ॅ
୐
஍
の
方

に
は
あ
·
Γ
な
͘
ෆ
ศ
を
ײ
͡
て
い
る
。
町
で
は
、
঎
業
஍
を

޿
͛
る
た
め
の
政
策
を
ߦ
っ
て
い
る
か
。
շ
ద
に
ੜ
׆
す
る
た

め
、
঎
業
஍
の
֦
େ
を
ఏ
Ҋ
す
る
。

　
　

ㆎ۽
ㆾ
ㆋ
ㆂ୩
道ㆿ
ㆡ

༤ㆈ

議
員

民
間
事
業
者
が
出
ళ
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
生
活
基
൫
の
整
備
を
進
め
る
΄
か
、

人
口
や
交
通
量
の
調
ࠪ
結
果
な
ど
必
要
に
応
じ
て
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
は
利
用
者
見
ࠐ
み
な
ど
総
合
的
に
判

断
し
出
ళ
場
所
を
決
め
る
࢓
組
み
の
た
め
、
町
が
直
接
ݐ
設
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
必
要
な
情
報
提
供
や
基
൫
整
備
を
進

໰౴

　
　

町
に
԰
内
で
ӡ
ಈ
が
で
き
る
ࢪ
ઃ
が
গ
な
い
。
ӡ
ಈ
で
き

る
と
こ
Ζ
が
ԕ
い
と
Ҡ
ಈ
に
時
ؒ
΍
お
金
が
か
か
Γ
、
ӡ
ಈ
を

し
な
͘
な
る
と
体
ྗ
௿
下
な
Ͳ
σ
ϝ
Ϧ
ỽ
τ
が
あ
る
。
ӡ
ಈ
を

す
る
と
ε
τ
Ϩ
ε
解
ফ
΍
໔
Ӹ
が
上
が
る
な
Ͳ
ϝ
Ϧ
ỽ
τ
が
あ

る
た
め
、
ӡ
ಈ
が
で
き
る
ࢪ
ઃ
ݐ
ઃ
を
ཁ
๬
す
る
。

　
　

下㆗
㇂
㆕
㇏୔
育ㆂ
ㆎ

உㆈ

議
員

運
動
は
体
力
向
上
ͩ
け
で
な
く
、
気

分
転
換
や
ス
ト
Ϩ
ス
ղ
ফ
に
も
効
果
が
あ
る
。
現
時
点
で
は
、

新
た
に
運
動
で
き
る
施
設
を
ݐ
て
る
予
定
は
な
い
が
、
町
に
は

町
立
体
育
館
が
�
か
所
あ
り
、
学
校
の
体
育
館
や
校
ఉ
、
町
民

ϓ
ー
ϧ
や
ト
Ϩ
ー
ニ
ン
ά
ϧ
ー
ム
も
利
用
で
き
る
。
今
後
も
生

໰౴

　
　

町
で
は
ۙ
年
、
গ
ࢠ
ߴ
ྸ
Խ
が
ਐ
Μ
で
い
る
が
ର
策
を
し

て
い
る
か
。
·
た
、
町
の
ྑ
͞
を
୔
ࢁ
の
人
に
஌
っ
て
΋
Β
っ

た
Γ
、
ଟ
͘
の
人
に
町
に
དྷ
て
΋
Β
͑
る
よ
う
に
、
階
上
の
ྑ

い
と
こ
Ζ
を
঺
介
で
き
る
Χ
ϑ
ỻ
の
ݐ
ઃ
΍
̨
̣
̨
で
の
৘
ใ

ൃ
৴
を
ఏ
Ҋ
す
る
。

　
　

தㆪ
ㆉ
㆗
ㆾౡ

㆓޹
ㆄ
ㆂ
ㆡ一

議
員

町
も
全
国
と
同
様
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
。
町
で
は
子
ど
も
医
療
費
無
償
化
や
保
育
環
境
の
充

実
、
新
ங
住
୐
支
援
、
移
住
相
談
૭
口
の
設
置
な
ど
を
行
っ
て

お
り
、
Ҿ
き
続
き
子
育
て
し
や
す
い
ま
ͪ
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
。
ま
た
高
齢
者
が
҆
৺
し
て
฻
ら
せ
る
よ
う
、
生
活
支

援
の
充
実
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
町
に
は
๛
か
な
自
然
、
食

໰౴

　
　

ࠃ
道
で
は
な
い
道
が
੔
උ
͞
Ε
て
い
な
い
よ
う
に
ײ
͡
る
。

特
に
ొ
下
ߍ
時
は
า
道
が
ڱ
͘
、
ं
道
と
า
道
を
分
͚
る
ԑ
ੴ

な
Ͳ
が
な
い
た
め
ं
が
ۙ
͘
と
て
΋
ة
険
で
あ
る
。
ࠓ
ޙ
、
階

上
த
ֶ
ߍ
の
ֶ
۠
内
で
า
道
を
੔
උ
す
る
予
定
は
あ
る
か
。
า

道
の
ԑ
ੴ
の
ઃ
ஔ
を
ཁ
๬
す
る
。

　
　

খ㆓

㆕ࡔ
ㆉ

正ㆾ
㆕
ㆨ
㆗年

議
員

ԑ
石
は
、
ं
道
と
า
道
の
境
界
を
明

確
に
す
る
ͩ
け
で
な
く
、
า
行
者
の
た
め
の
障
น
と
し
て
も
機

能
す
る
。
町
内
の
一
部
の
町
道
は
、
า
道
幅
が
ڱ
く
҆
全
確
保

が
課
୊
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
町
で
は
、
通
学
路
҆
全
点

検
の
結
果
を
౿
ま
え
、
ॱ
次
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

໰౴

　
　

町
に
は
Ն
ق
の
Π
ϕ
ϯ
τ
が
た
͘
͞
Μ
あ
る
が
、
ౙ
ق
の

Π
ϕ
ϯ
τ
は
গ
な
い
。
ౙ
ق
に
Ͳ
の
よ
う
な
Π
ϕ
ϯ
τ
が
։
࠵

͞
Ε
て
い
る
の
か
。
町
׆
ੑ
Խ
の
た
め
ౙ
ق
の
Π
ϕ
ϯ
τ
を
૿

΍
す
΂
き
ͩ
と
ࢥ
う
。
໾
場
΍
道
の
駅
に
Π
ϧ
ϛ
ω
ồ
γ
ἀ
ϯ

を
ઃ
ஔ
し
た
Γ
、
ઇ
を
࢖
っ
た
ϥ
Π
τ
Ξ
ỽ
ϓ
を
す
る
の
は
Ͳ

う
か
。

　
　

େㆈ
ㆈ
㆗
㆟下

修
ㆈ
㆕
㇀

議
員

町
で
は
ౙ
ق
Π
ϕ
ン
ト
が
Ն
ق
よ
り

少
な
い
状
況
で
あ
る
。
現
在
は
、
ຖ
年
�
月
に
わ
っ
せ
交
流
η

ン
タ
ー
で
早
生
え
ん
ぶ
り
祭
り
を
開
催
し
、
伝
統
文
化
の
継
承

に
努
め
て
い
る
。
Π
ϧ
ミ
ω
ー
シ
ョ
ン
や
ラ
Π
ト
ア
ỽ
ϓ
の
提

໰౴

費
用
に
つ
い
て
町
が
ෛ

担
し
、
地
域
の
ෛ
担
ܰ

減
を
図
り
、
住
民
の
҆

全
を
守
る
環
境
整
備
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も

町
内
会
と
連
携
し
、
住

民
が
҆
৺
し
て
生
活
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
。

め
て
い
き
た
い
。
঎
業

地
拡
大
に
関
す
る
提
Ҋ

は
、
生
活
を
よ
り
ศ
利

に
す
る
視
点
か
ら
大
ม

参
考
に
な
る
。
今
後
も

よ
り
฻
ら
し
や
す
い
ま

ͪ
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
。

涯
を
通
じ
て
運
動
に
਌

し
め
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
、
୭
も
が
݈
߁
づ

く
り
に
取
り
組
み
や
す

い
ま
ͪ
を
目
指
し
て
い

く
。

ࡐ
な
ど
た
く
さ
ん
の
ັ

力
が
あ
り
、
観
光
ω
ỽ

ト
ワ
ー
Ϋ
や
地
域
お
こ

し
協
力
ୂ
と
連
携
し
、

̨
̣
̨
を
活
用
し
た
ັ

力
発
信
を
進
め
て
い

る
。
今
後
も
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

現
在
は
国
道
か
ら
石
鉢

小
学
校
付
ۙ
へ
向
か
う

า
道
の
整
備
事
業
を
進

め
て
い
る
。
今
後
も
計

画
的
に
交
通
҆
全
施
設

整
備
を
推
進
し
、
҆
全

対
策
の
充
実
に
努
め
て

い
く
。

Ҋ
は
、
地
域
活
性
化
に

ܨ
が
る
大
ม
貴
重
な
意

見
ͩ
と
ࢥ
う
。
今
後
の

町
活
性
化
に
向
け
て
の

検
討
課
୊
と
し
、
ౙ
ق

Π
ϕ
ン
ト
の
充
実
に
努

め
て
い
き
た
い
。
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�ôA
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�ôA
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Ϙ
ồ
ϧ
を
࢖
༻
し
て
༡
Ϳ
こ
と
の
で
き
る
公
Ԃ
が
ཉ
し
い
。

体
を
஁
͑
た
い
が
、
町
の
δ
Ϝ
は
保
護
者
が
い
な
い
と
࢖
う
こ

と
が
で
き
ͣ
ෆ
ศ
。
த
ֶ
ੜ
ͩ
͚
で
΋
δ
Ϝ
を
ར
༻
で
き
る
よ

う
に
し
て
΄
し
い
。
ར
༻
で
き
る
೔
΍
時
ؒ
を
新
ฉ
な
Ͳ
で
ఏ

ࣔ
し
て
΄
し
い
。

　
　

େㆈ
ㆈ

ㆆߐ

࿨ㆉ
㆚

෉ㆈ

議
員

公
Ԃ
は
、
周
ғ
の
利
用
者
に
ボ
ー
ϧ

が
当
た
る
な
ど
の
事
ނ
๷
止
の
観
点
か
ら
、
基
本
的
に
ボ
ー
ϧ

༡
び
が
ې
止
さ
れ
て
い
る
。
҆
全
で
҆
৺
し
て
公
Ԃ
を
利
用
で

き
る
よ
う
運
用
し
て
お
り
理
ղ
を
お
ئ
い
す
る
。
ト
Ϩ
ー
ニ
ン

ά
ϧ
ー
ム
は
、
常
時
見
守
り
を
行
う
৬
員
が
い
な
い
た
め
、
҆

໰౴

　
　

階
上
த
ֶ
ߍ
લ
の
ό
ε
ఀ
で
ό
ε
を
଴
っ
て
い
る
と
き
、

Ӎ
で
ࡿ
を
͞
し
て
い
る
と
ࡿ
が
Ϳ
つ
か
Γ
अ
ຐ
に
な
っ
て
し
·

う
。
ࡿ
の
な
い
ੜ
ె
は
ͣ
Ϳ
͵
Ε
で
଴
っ
て
い
る
。
ό
ε
ఀ
に

԰
ࠜ
を
つ
͚
る
予
定
は
あ
る
か
。
·
た
Ӎ
よ
͚
の
԰
ࠜ
を
ઃ
ஔ

す
る
こ
と
は
Մ
ೳ
か
。

　
　

ྛ
ㆯ
㇄
㆗

ߩ
ㆿ
ㆤ
㆏

議
員

階
上
中
学
校
前
の
ό
ス
ఀ
に
お
い
て
、
Ӎ

の
日
に
ࡿ
が
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
ࡿ
を
持
た
な
い
生
ె
が
ೞ
れ
て

し
ま
う
と
い
っ
た
不
ศ
が
あ
る
こ
と
を
承
஌
し
て
い
る
。
現
在

の
ό
ス
ఀ
は
民
地
を
आ
り
て
設
置
し
て
お
り
、
町
が
工
作
物
を

設
置
す
る
こ
と
に
一
定
の
制
約
が
あ
る
。
屋
ࠜ
の
設
置
は
、
҆

全
・
҆
৺
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
大
切
な
意
見
で
あ
る
。
౔

໰౴
　
　

ۙ
年
೶
Ո
の
ׂ
合
が
௿
͘
、
こ
の
·
·
೶
Ո
が
ݮ
Γ
ଓ
͚

る
と
、
町
内
で
஍
産
஍
ফ
が
で
き
な
͘
な
っ
て
し
·
う
。
町
の

೶
業
を
क
っ
て
い
͘
た
め
೶
業
の
׆
ੑ
Խ
を
ߦ
う
΂
き
。
ޮ
཰

Խ
を
ਤ
る
た
め
、
ί
ϯ
ϐ
ỿ
ồ
λ
ồ
΍
̖
̞
の
ٕ
ज़
を
औ
Γ
ೖ

Ε
る
予
定
は
あ
る
か
。
೶
業
に
興
ຯ
を
࣋
っ
て
΋
Β
う
た
め
、

೶
業
体
ݧ
な
Ͳ
を
ߦ
う
と
ྑ
い
と
ࢥ
う
。

　
　

ඦㆩ

㇁

ㆌ

໨
໦
࿨ㆉ

㆚
ㆨ
㆗ढ़

議
員

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
中
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の
ී
ٴ
は
大
ม
重
要
な
こ
と
ͩ
と
考
え
て
い

る
。
町
内
で
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
で
、
環
境
自
動
制
ޚ
シ
ス
テ

ム
の
導
入
が
࢝
ま
っ
て
お
り
、
町
は
こ
の
取
り
組
み
へ
の
支
援

໰౴

全
面
を
考
慮
し
、
中
学

生
ͩ
け
の
利
用
を
制
限

し
て
い
る
。
利
用
で
き

る
日
時
は
、
町
ϗ
ー
ム

ϖ
ー
ジ
で
周
஌
し
て
い

る
΄
か
、
新
ฉ
に
も
開

館
時
間
を
ܝ
ࡌ
し
て
い

る
が
、
今
後
の
改
ળ
に

生
か
し
て
い
き
た
い
。

地
の
所
有
者
や
ό
ス
事

業
者
と
も
協
議
し
、
必

要
な
手
続
き
や
費
用
面

も
検
討
が
必
要
。
҆
৺

し
て
ό
ス
を
利
用
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
た
い
。

を
行
っ
て
い
る
。
提
Ҋ

の
農
業
体
ݧ
Π
ϕ
ン
ト

は
、
担
い
手
育
成
に
と

て
も
有
効
な
こ
と
ͩ
と

ࢥ
う
。
町
で
の
早
期
実

現
に
向
け
て
、
関
係
機

関
と
۩
体
的
な
方
法
を

検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

෱
ㆵㆎ

࢜
㆗

႒
㇊㇓

Ֆ
ㆉ

 ٞһ

ࣛ
ㆉ

ߙ
ㆬㆉ

ɹɹఱ
㆝㇉

 ٞһ

લ
ㆾㆆ

ా
㆟

Ռ
ㆉ

ึ
ㆻ

 ٞһ

ࡉ
ㆻ㆝㆔ㆆ

ӽ ే
ㆨ

ً
ㆌ

 ٞһ

ಎ
ㆩ

౵
ㆨㆄ

ܓ
㆐ㆂ

߶
㆔

 ٞһ

খ
ㆈ

഼
ㆰ㆟

ཅ
ㆯ㇋

ك
ㆌ

 ٞһ

�ô#
̍൝

�ô#
２൝

　
　

町
に
ࣾ
会
教
育
ෳ
合
ࢪ
ઃ
を
つ
͘
る
と
ฉ
い
た
が
、
ͥ
ͻ

つ
͘
っ
て
い
た
ͩ
き
た
い
。
ઃ
ஔ
場
所
は
Ͳ
こ
に
な
る
予
定
で
、

い
つ
ࠒ
完
成
予
定
か
。
·
た
ͦ
の
ਤ
ॻ
ؗ
に
ֶ
श
੮
を
ઃ
ஔ
す

る
予
定
が
な
͚
Ε
ば
ઃ
ஔ
し
て
΄
し
い
。

　
　

үㆂ
㆝
㆘
ㆾౡ

෋ㆨ
ㆿ
㇂
㇊੝

議
員

現
在
町
で
は
、
図
書
館
機
能
、
資
料

館
機
能
、
活
動
・
交
流
機
能
な
ど
を
持
っ
た
、
社
会
ڭ
育
複
合

施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
施
設
は
現
在
の
໾
場
ෑ
地
内
の

঎
工
会
の
あ
る
場
所
と
し
て
い
る
。
Φ
ー
ϓ
ン
は
令
和
1２
年
度

を
予
定
、
図
書
館
機
能
を
中
৺
に
さ
ま
͟
ま
な
学
び
や
交
流
の

場
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
意
見
の
あ
っ
た
学
習
席
に

໰౴
　
　

ι
ồ
ϥ
ồ
ύ
ω
ϧ
の
ઃ
ஔ
で
ઃ
උ
の
౪
೉
、
Ϋ
マ
の
ग़
現

૿
な
Ͳ
を
ࣖ
に
し
た
。
町
内
の
ι
ồ
ϥ
ồ
ύ
ω
ϧ
の
ઃ
ஔ
ঢ়
گ

に
つ
い
て
、
Ͳ
の
͘
Β
い
の
ຕ
਺
が
、
Ͳ
の
͘
Β
い
の
予
算
を

か
͚
て
ઃ
ஔ
͞
Ε
て
い
る
の
か
。
·
た
৿
ྛ
の
ݮ
গ
཰
に
つ
い

て
΋
ฉ
き
た
い
。

　
　

౔ㆩ

ㆰڮ
㆗

ඒㆿ

ㆉ

㆕
Ճ
ࠤ
議
員

事
業
者
が
町
内
に
ι
ー
ラ
ー
パ
ω

ϧ
を
設
置
し
た
場
合
、取
得
金
額
や
౔
地
の
面
積
が
ਃ
告
さ
れ
、

町
で
は
ݻ
定
資
産
税
を
課
す
。
令
和
�
年
度
຤
現
在
１
６
８
Օ

所
、
総
面
積
は
71
万
�
千
ᶷ
。
令
和
�
年
度
か
ら
�
年
度
に
か

け
て
�
Օ
所
、
面
積
は
�
万
�
千
７
１
６
ᶷ
増
加
。
予
算
規
模

は
、
昨
年
新
規
事
業
者
の
ਃ
告
額
合
計
は
約
�
億
�
千
６
３
０

໰౴

つ
い
て
は
、
学
習
環
境

向
上
の
観
点
か
ら
し
っ

か
り
と
設
置
し
、
中
学

生
を
は
じ
め
町
民
の
皆

さ
ん
が
҆
৺
し
て
学
べ

る
施
設
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

万
�
千
円
ఔ
度
。
木
を

െ
採
し
た
౔
地
は
ủ
山

ྛ
Ứ
か
ら
ủ
ࡶ
種
地
Ứ

に
ม
ߋ
に
な
り
、
こ
の

地
目
ม
ߋ
の
実
績
を
౿

ま
え
、
ॳ
め
て
設
置
さ

れ
た
平
成
２6
年
か
ら
令

和
�
年
ま
で
で
、
約
41

万
�
千
ᶷ
の
山
ྛ
が
減

少
し
て
い
る
。

３
年
Ｂ
組
ಪㆨ
㇉
୩㇄

ేㆨ
ㆄ
ᚸㆾ

議
長

３
年
Ｂ
組
ㆉࣛ

ㆬߙ
ㆉ

ఱ㆝
㇉

議
長
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খ
㆓

અ
㆛ㆤ

ޝ
㇋

Ѫ
ㆀ

 ٞһ

ݯ
㆒㇓

ా
ㆠ

དྷ
ㆎ㇋

ະ
ㆿ

 ٞһ

ᜊ
㆕ㆂ

౻
ㆨㆄ

੕
㆛

ಸ
ㆪ

 ٞһ

ԕ
ㆆ㇓ㆩㆄ

౻ ༘
㇆ㆄ

و
ㆌ

 ٞһ

ۨ
㆓ㆾ

໦
ㆌ

৺
㆓㆓

Ի
ㆭ

 ٞһ

କ
㆝ㆧ㆟ㆂ

ฏ ࠼
ㆀ㇄

Ճ
ㆉ

 ٞһ

๺
ㆌ㆟㇀ㆉㆂ

޲ େ
ㆠㆂ

կ
ㆋ

 ٞһ

ฏ
㆟ㆂ㇉

ɹɹ和
ㆉ㆚

ت
ㆌ

 ٞһ

࡫
㆕㆕㇄ㆾ

ࢁ ඩ
ㆲ㇅ㆄㆋ

խ ٞһ

ࢁ
㇄ㆾㆄㆡ

಺ ߊ
㆓ㆄ㆙㆐

༎ ٞһ

ా
㆟

த
ㆪㆉ

ॣ
㆗㇅ㆄㆨ

Ի ٞһ

൘
ㆂ㆟ㆰ㆗

ڮ ւ
ㆉㆂ

ᠳ
ㆨ

 ٞһ

∁
㆟ㆉ

ా
ㆠ

 ɹઘ
ㆿ

༏
ㆄ

 ٞһ

ࡔ
㆕ㆉ㆗㆟

Լ ɹɹ႒
㇊㇓

 ٞһ

த
ㆪㆉㆮ㇏㆟㇊

໺౉ ླྀ
㇋

ࡊ
ㆪ

 ٞһ

த
ㆪㆉ㇀㇉

ଜ ಼
ㆪㆍ

ࠫ
㆕

 ٞһ

݉
ㆉㆭ

ా
㆟

༘
㇆㆚

ق
ㆌ

 ٞһ

फ
㆝ㆄ㆜㇓

લ ۏ
㆓ㆨ

Ի
ㆭ

 ٞһ

�ô#
３൝

�ô#
̑൝

�ô#
７൝

�ô#
４൝

�ô#
̒൝

�ô#
̔൝

ؼ
Γ
に
ό
ε
を
ར
༻
す
る
が
、
一
般
の
方
΋
৐
ं
す
る
の

で
୆
਺
が
଍
Γ
な
い
と
ײ
͡
る
。
·
た
、
ઇ
΍
Ӎ
で
෩
अ
を
Ҿ

͘
こ
と
が
ݒ
೦
͞
Ε
る
た
め
、
த
ֶ
ߍ
લ
の
ό
ε
ఀ
΁
԰
ࠜ
の

ઃ
ஔ
を
ݕ
౼
し
て
΄
し
い
。
予
算
の
໨
҆
΍
ͦ
の
お
金
が
Ͳ
こ

か
Β
དྷ
る
の
か
΋
教
͑
て
΄
し
い
。

　
　

౉㇏
㆟

෦ㆹ

∁㆟
ㆉ

໌ㆀ
ㆌ

議
員

現
在
の
路
ઢ
ό
ス
は
一
般
の
方
も
৐

ं
し
、
時
間
ଳ
に
よ
っ
て
ࠞ
み
合
う
状
況
が
生
じ
て
い
る
。
今

後
ό
ス
会
社
と
相
談
し
、
増
ศ
が
可
能
か
Ҿ
き
続
き
検
討
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
ό
ス
ఀ
の
屋
ࠜ
の
設
置
に
つ
い
て
、
現
在

ݸ
人
か
ら
౔
地
を
आ
り
て
い
る
状
況
。̓
全
に
設
置
で
き
る
か
、

工
事
が
可
能
か
確
認
を
行
い
、
検
討
が
必
要
。
費
用
は
お
お
む

໰౴

　
　

ॅ
Μ
で
い
る
஍
Ҭ
で
、
ࢥ
い
っ
き
Γ
ٿ
ٕ
が
で
き
る
公
Ԃ

が
গ
な
い
と
ײ
͡
る
。
公
Ԃ
な
Ͳ
を
ઃ
ஔ
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

·
た
、
町
に
は
༗
ޮ
׆
༻
で
き
ͦ
う
な
౔
஍
が
ଟ
͘
あ
る
と
ࢥ

う
。
こ
の
౔
஍
を
׆
༻
し
、
α
ỽ
Χ
ồ
ί
ồ
τ
΍
ό
ε
έ
ỽ
τ

ί
ồ
τ
な
Ͳ
を
ઃ
ஔ
し
て
΄
し
い
。

　
　

ㆎ۽
ㆾ
ㆋ
ㆂ୩

道ㆿ
ㆡ

༤ㆈ

議
員

新
し
い
公
Ԃ
、サ
ỽ
Χ
ー
や
ό
ス
ケ
ỽ

ト
ボ
ー
ϧ
が
で
き
る
施
設
整
備
に
は
、
౔
地
の
確
保
や
҆
全
対

策
、
ҡ
持
管
理
費
用
な
ど
、
多
く
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

子
ど
も
た
ͪ
が
҆
৺
し
て
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
を

増
や
す
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
有
効
に
使
え
そ
う
な
౔
地
を
活

用
し
た
運
動
ス
ϖ
ー
ス
の
整
備
は
、
地
域
活
性
化
や
݈
߁
づ
く

໰౴

　
　

町
に
༡
び
場
が
গ
な
い
と
ࢥ
う
。
ࢠ
Ͳ
΋
の
਺
が
૿
͑
て

い
͘
と
༡
΂
る
場
所
が
ݶ
Β
Ε
、
町
か
Β
཭
Ε
て
し
·
う
Մ
ೳ

ੑ
が
あ
る
と
ࢥ
う
。
ࠓ
ޙ
、
町
に
༡
Ϳ
場
所
΍
公
ڞ
ࢪ
ઃ
を
૿

΍
す
予
定
は
あ
る
か
。
公
Ԃ
΍
γ
ἀ
ỽ
ϐ
ϯ
ά
Ϟ
ồ
ϧ
、
公
ຽ

ؗ
な
Ͳ
の
ઃ
ஔ
を
ཁ
๬
す
る
。

　
　

下㆗
㇂
㆕
㇏୔

育ㆂ
ㆎ

உㆈ

議
員

公
Ԃ
や
公
ڞ
施
設
の
整
備
は
、
౔
地

の
確
保
や
ݐ
設
費
、
ҡ
持
管
理
費
用
な
ど
、
多
く
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
、
新
た
な
施
設
を
増
や
す
こ
と
は
難
し
い
が
、
子

ど
も
た
ͪ
の
҆
৺
な
場
所
づ
く
り
は
大
ม
重
要
。
町
で
は
、
社

会
ڭ
育
複
合
施
設
の
基
本
設
計
を
進
め
、
多
世
代
が
利
用
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、公
Ԃ
の
༡
۩
ߋ
新
、

໰౴

ࠓ
の
と
こ
Ζ
人
ޱ
の
ݮ
গ
は
؇
΍
か
ͩ
が
、
人
ޱ
ྲྀ
ࣦ
を

๷
͙
た
め
に
ࠓ
ߦ
Θ
Ε
て
い
る
政
策
に
つ
い
て
教
͑
て
΄
し
い
。

·
た
、
Ώ
め
み
Β
い
৺
と
き
め
͘
;
る
͞
と
ͮ
͘
Γ
を
す
る

た
め
Ͳ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
か
。

　
　

தㆪ
ㆉ
㆗
ㆾౡ
㆓޹
ㆄ
ㆂ
ㆡ一

議
員

若
い
方
や
子
育
て
世
代
に
ủ
住
み
続

け
た
い
Ứ
と
ײ
じ
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
子
ど

も
医
療
費
の
助
成
や
保
育
環
境
の
充
実
、
移
住
相
談
૭
口
の
設

置
な
ど
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
ま
た
企
業
誘
致
の

推
進
や
ޏ
用
の
場
の
確
保
、
地
域
の
交
流
の
場
づ
く
り
な
ど
に

も
努
め
て
い
る
。ủ
Ώ
め
み
ら
い
৺
と
き
め
く
ふ
る
さ
と
づ

໰౴

　
　

த
ֶ
ߍ
΍
公
Ԃ
෇
ۙ
に
ࣗ
ൢ
ػ
が
গ
な
͘
、
Ն
に
೤
த
঱

΍
体
ௐ
ෆ
ྑ
に
な
る
人
が
い
る
。
ࣗ
ൢ
ػ
を
ஔ
͘
予
定
は
あ
る

か
。
特
に
ς
χ
ε
ί
ồ
τ
΍
公
Ԃ
に
ஔ
͘
こ
と
を
ر
๬
す
る
。

　
　

খ㆓

㆕ࡔ
ㆉ

正ㆾ
㆕
ㆨ
㆗年

議
員

自
動
販
売
機
は
ҿ
料
メ
ー
Χ
ー
や
設

置
事
業
者
が
、
利
用
者
数
や
҆
全
面
な
ど
を
౿
ま
え
設
置
場
所

を
判
断
す
る
࢓
組
み
。
町
の
施
設
も
事
業
者
と
の
協
議
が
必
要

で
あ
り
、
設
置
ス
ϖ
ー
ス
や
ి
源
の
確
保
、
利
用
状
況
な
ど
、

さ
ま
͟
ま
な
条
件
が
ٻ
め
ら
れ
る
。
提
Ҋ
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や

公
Ԃ
へ
の
設
置
は
、
利
用
者
が
多
く
、
೤
中
঱
予
๷
に
も
効
果

が
期
଴
で
き
る
こ
と
か
ら
大
ม
参
考
と
な
る
。
町
と
し
て
も
、

໰౴

　
　

࠷
ۙ
、
ෆ
審
者
の
৘
ใ
を
よ
͘
ࣖ
に
す
る
。
下
ߍ
த
な
Ͳ
、

１
人
の
時
は
特
に
ة
険
ͩ
と
ࢥ
う
。
町
で
は
ෆ
審
者
΁
の
ର
策

は
Ͳ
の
よ
う
な
こ
と
を
ߦ
っ
て
い
る
か
。
҆
શ
に
า
͚
る
よ
う

ݟ
ճ
Γ
な
Ͳ
ڧ
Խ
し
て
΄
し
い
。

　
　

େㆈ
ㆈ
㆗
㆟下

修
ㆈ
㆕
㇀

議
員

町
๷
൜
指
導
ୂ
が
、
ຖ
ि
Ր
༵
日
、
小

中
学
校
の
Լ
校
時
間
に
合
わ
せ
、
ޕ
後
�
時
台
と
�
時
台
に
、

学
校
周
辺
や
通
学
路
の
८
回
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
ủ
子
ど
も

１
１
０
൪
の
Ո
Ứ
を
町
内
48
か
所
に
、ủ
๷
൜
連
བྷ
所
Ứ
を
２9

か
所
に
設
置
し
、
ආ
難
場
所
を
確
保
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
൜

ࡑ
が
発
生
し
に
く
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
町
内
に
２
２
６

໰౴

ね
３
０
０
万
円
か
ら
６

０
０
万
円
の
見
ࠐ
み
。

税
金
が
主
な
財
源
と
な

る
΄
か
、
補
助
金
が
活

用
で
き
る
場
合
は
併
せ

て
検
討
し
て
い
く
。
҆

全
な
通
学
環
境
は
大
ม

重
要
で
あ
り
、
課
୊
の

ղ
決
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

り
の
観
点
か
ら
大
ม
参

考
に
な
る
。
今
後
ど
の

よ
う
な
活
用
が
可
能
か

調
ࠪ
し
、
҆
全
に
ָ
し

く
ス
ポ
ー
π
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
。

公
民
館
活
用
な
ど
施
設

改
ળ
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
必
要
な
施
設

の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
҆
৺
し
て

ա
ご
せ
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
た
い
。

く
り
Ứ
の
理
೦
は
、
ক

来
に
向
け
明
る
く
希
望

を
持
て
る
町
の
発
展
を

目
指
し
た
も
の
。
҆
৺

し
て
生
活
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
、
๛
か

な
自
然
を
守
り
、
そ
の

ັ
力
を
活
か
し
た
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
。

事
業
者
と
協
議
を
行

い
、
設
置
が
可
能
か
検

討
し
、
Ҿ
き
続
き
҆
全

に
活
動
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
。

５
基
の
๷
൜
౮
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
今
後
も

地
域
住
民
や
学
校
、
ܯ

࡯
と
連
携
し
、
地
域
一

体
と
な
っ
て
、
子
ど
も

た
ͪ
が
҆
৺
し
て
฻
ら

せ
る
町
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
。
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ε
ồ
ύ
ồ
Ξ
ϓ
Ϧ
έ
ồ
γ
ἀ
ϯ
、
༣
ૹ
̙
̭
π
ồ
ϧ
と
は

な
に
か
。
ಋ
ೖ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
に
が
で
き
る
の
か
。
σ

δ
λ
ϧ
Խ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ߴ
ྸ
者
が
ର
Ԡ
で
き
な
͘
な
っ

て
し
·
う
こ
と
が
৺
഑
。
ͦ
の
場
合
Ͳ
う
す
る
の
か
。

　
　

৿㇂
㇊

ᒇㆆ
ㆂ
ㆌ
ㆡ٢

議
員

ス
ー
パ
ー
ア
ϓ
Ϧ
は
、
複
数
の
サ
ー
ビ

ス
や
機
能
を
１
つ
の
ア
ϓ
Ϧ
内
で
提
供
す
る
統
合
ܕ
ϓ
ラ
ỽ
ト

ϑ
Ỽ
ー
ム
。
ै
来
用
్
ご
と
に
ア
ϓ
Ϧ
を
切
り
ସ
え
る
必
要
が

あ
っ
た
が
、
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
元
管
理
し
提
供
す
る
。
導

入
に
よ
り
、
Π
ϕ
ン
ト
、
ご
み
Χ
Ϩ
ン
μ
ー
、
๷
ࡂ
情
報
な
ど
、

町
の
お
஌
ら
せ
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
ϑ
Ỽ
ン
で
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
༣
送
̙
̭
π
ー
ϧ
は
、
手
ࢴ
で
送
っ
て
い

໰౴

　
　

下
ߍ
の
ࡍ
、
ؼ
Γ
道
に
֗
౮
が
গ
な
͘
ࠔ
っ
て
い
る
。
特

に
෦
׆
ಈ
΍
ֶ
श
会
で
ؼ
Γ
が
஗
い
೔
は
ަ
௨
事
ނ
の
ݪ
Ҽ
に

な
る
と
ࢥ
う
。
໺
ੜ
ಈ
෺
の
ग़
現
΋
ଟ
͘
、
໷
道
で
ૺ
۰
し
な

い
か
৺
഑
。
町
で
は
֗
౮
を
૿
΍
す
予
定
は
あ
る
か
。
҉
い
௨

ֶ
࿏
に
֗
౮
を
ઃ
ஔ
し
て
΋
Β
͑
な
い
か
。

　
　

େㆈ
ㆈ

ㆆߐ

࿨ㆉ
㆚

෉ㆈ

議
員

通
学
路
や
ؼ
り
道
な
ど
、
不
৹
者
や

動
物
が
જ
み
や
す
い
҉
い
環
境
を
改
ળ
す
る
た
め
、
町
内
に
２

２
６
５
基
の
๷
൜
౮
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
新
規
設
置
の
要
望

は
、
ॳ
め
に
住
民
か
ら
地
区
の
町
内
会
長
に
相
談
を
し
、
町
内

会
長
は
必
要
性
を
検
討
し
町
に
相
談
を
す
る
。
現
在
設
置
し
て

い
る
๷
൜
౮
は
、
ి
気
料
金
や
修
સ
の
一
部
費
用
に
つ
い
て
町

໰౴

　
　

階
上
த
ֶ
ߍ
に
は
Τ
Ξ
ί
ϯ
が
な
い
教
ࣨ
が
あ
る
。
Ն
の

त
業
は
と
て
΋
ॵ
͘
ू
த
で
き
な
い
。
೤
த
঱
に
な
る
Մ
ೳ
ੑ

΋
あ
る
と
ࢥ
う
。
ࠓ
ޙ
、
ֶ
ߍ
の
Τ
Ξ
ί
ϯ
を
૿
΍
す
予
定
は

あ
る
か
。
特
に
特
別
教
ࣨ
΁
の
Τ
Ξ
ί
ϯ
ઃ
ஔ
を
ཁ
๬
す
る
。

　
　

ඦㆩ

㇁

ㆌ
໨
໦
࿨ㆉ

㆚
ㆨ
㆗ढ़

議
員

町
で
は
、
令
和
�
年
度
に
町
内
の

全
小
中
学
校
の
ී
通
ڭ
ࣨ
へ
Τ
ア
コ
ン
を
設
置
し
た
が
、
ۙ
年

໠
ॵ
が
続
き
、
各
学
校
か
ら
特
ผ
ڭ
ࣨ
へ
の
Τ
ア
コ
ン
設
置
を

望
む
੠
が
多
く
ڍ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
来
年
度
は
、
特
定

の
場
所
を
効
率
的
に
ྫྷ
٫
す
る
た
め
の
移
動
式
ྫྷ
๪
機
ث
で
、

工
事
不
要
で
؆
୯
に
使
用
で
き
る
ス
ポ
ỽ
ト
Τ
ア
コ
ン
を
全
て

໰౴

た
お
஌
ら
せ
を
σ
ジ
タ

ϧ
化
す
る
も
の
で
、
༣

送
の
手
間
や
費
用
を
大

幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
。
高
齢
者
に
は
ஸ

ೡ
に
説
明
し
て
い
く
対

応
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

が
ෛ
担
し
、
地
域
の
ෛ

担
ܰ
減
を
図
り
、
生
ె

の
҆
全
を
守
る
環
境
整

備
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
町
内
会
と
連
携

し
、
҆
全
に
通
学
・
ؼ

୐
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
。

の
特
ผ
ڭ
ࣨ
に
�
台
ͣ

つ
設
置
し
、
೤
中
঱
対

策
を
強
化
す
る
予
定
。

Ҿ
き
続
き
、
҆
৺
し
て

学
べ
る
շ
適
な
ڭ
育
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

�ô#

�ôA
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はしかみ議会だよりは 4
4�� ෦࡞੒しɺҹܦ࡮අは 4�.6 ԁ�෦Ͱ͢ɻ

��、年はࠓ　 年に一౓のชޕの年です。
「༂ಈ」・「成功」・「উෛӡ」、ྗڧくલਐす
るとされています。議会として΋議会վֵ
をਐめ、ΑΓ町ຽのօ༷へ開かれた議会ӡ
営を໨ࢦしたいとࢥいます。

ʢྛ・上ಓ・౔ڮʣ

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

◇
今
月
号
の
編
集
委
員(

３
人
）

・
土
橋
美
加
佐
議
員（
教
育
民
生
）

・
上
道
二
三
男
議
員（
総
務
財
政
）

・
林　
　
　
貢
議
員（
産
業
建
設
）

ɾୈ̒ճఆྫ会
ɹʢྩ࿨ � 年1�݄ʣ

11݄ùÿ೔ï３ਓʣ
1ù݄２೔ï1ûਓʣ
1ù݄４೔ï̒ਓʣ

ɾୈ７ճྟ࣌会
ɹʢྩ࿨ � 年1�݄ʣ

1ù݄ùü೔ï̑ਓʣ

��ɹ月
10日　連携中枢都市圏の形成に関する講演会
11日　県選出国会議員との懇談会
11日　町村議会議長全国大会
17日　知事を囲む行政懇談会・意見交換会
20日　議会運営委員会
20日　郡議長会議員研修会
21日　第47回町社会福祉大会
28日　第６回定例会本会議
28日　議員全員協議会
28日　教育民生常任委員会

��ɹ月
２日　第６回定例会本会議
４日　議会運営委員会
４日　第６回定例会本会議
６日　�階上小学校創立150周年記念・閉校式典並

びに思い出を語る会
12日　八戸地域広域市町村圏事務組合議員協議会
18日　令和７年度第３回はしかみ産業振興委員会
18日　模擬議会に係る打合せ会

22日　中学生模擬議会
22日　八戸地域広域市町村圏事務組合議会定例会
22日　議員全員協議会
22日　産業建設常任委員会
25日　議会運営委員会
25日　議員全員協議会
25日　第７回臨時会本会議

̍ɹ月
５日　町表彰条例・文化賞・スポーツ賞表彰式
５日　町民新年互例会
９日　議会だより編集委員会
11日　町消防団出初式
11日　町成人式
14日　�町交通死亡事故ゼロ4000日達成祝い及び交

通死亡事故抑止決起集会
14日　議会運営委員会
16日　議会だより編集委員会
17日　�新郷村（旧戸来村・旧野沢村）合併70周年

記念新春の集い
21日　議場改修に係る打合せ会
23日　議会だより編集委員会

議 会 活 動

議会を傍聴しませんか

議会の傍聴は､受付票に住所・氏名等を記載し、
受付箱に投函するだけで､どなたでも傍聴できます。




